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1976年 4 月　　立教大学法学部助手（～1977年 3 月）
1977年 3 月　　東京大学大学院法学政治学研究科博士課程単位取得退学
1978年 4 月　　日本大学法学部講師（～1982年 3 月）
1982年 4 月　　筑波大学社会科学系助教授（～1989年 1 月）
1989年 2 月　　筑波大学社会科学系教授（～1996年 3 月）
1996年 4 月　　早稲田大学法学部教授（～2004年 3 月）
2004年 4 月　　早稲田大学大学院法務研究科教授（～現在）
〈主な学外活動歴〉
1997年 4 月　　司法試験第二次試験考査委員（～2004年 3 月）
2001年 4 月　　国家公務員採用Ⅰ種試験（行政）試験専門委員（～2002年 8 月）
2003年 3 月　　国家公務員採用Ⅰ種試験（法律）試験専門委員（～2007年 6 月）
〈国外での主な研究教育歴〉
1989年 7 月　　ミュンヘン大学客員研究員（～1991年 8 月）
2000年 1 月　　ニューヨーク大学客員研究員（～2000年 4 月）
2001年12月　　アウグスブルグ大学客員教授（～2002年 4 月）















































































『講座国際人権法 3  国際人権法の国内的実施』〔芹田健太郎・棟居快行・薬師寺公
夫・坂元茂樹と共編〕（信山社）
『講座国際人権法 4  国際人権法の国際的実施』〔芹田健太郎・棟居快行・薬師寺公
夫・坂元茂樹と共編〕（信山社）
2012年
『日韓憲法学の対話 1  総論・統治機構』〔國分典子・申平と共編〕（尚学社）
2013年




















「適法手続主義」杉原泰雄編『講座・憲法学の基礎 2 憲法学の基礎概念 2 』
　（勁草書房）






「ゼミナール憲法裁判 第Ⅰ部憲法裁判・その実体論と手続論との交錯 1 ～ 4 」
　（同上）法学セミナー355号～358 号





「ゼミナール憲法裁判 第Ⅱ部憲法裁判のルール形成とその問題点 3 」〔浦部法穂・
江橋崇・野中俊彦と共著〕法学セミナー361号







































































































































「国民教育権論の展開」日本教育法学会編『講座現代教育法 1  教育法学の展開と21
世紀の展望』（三省堂）
288　　早法 93 巻 3 号（2018）
「憲法訴訟論の現代的課題：最近の最高裁判例をめぐって」法学教室253号
2002年
Die Öffnung des japanischen Verfassungsstaates gegenüber regionaler und 
internationaler Verantwortung für Wirtschaft, Sicherheit und Umwelt, in: 
Pitschas, Rainer / Kisa, Shigeo（Hrsg.）, Internationalisierung von Staat und 
Ver fas sung im Sp iege l des deutschen und j apan i schen Staa t s─  und 












Die Entwicklung der Verfassungsgerichtsbarkeit und die Probleme der 
richterlichen Prüfungsbefugnis über die Verfassungsmäßigkeit in Japan, in: 
Starck, Christian （Hrsg.）, Fortschritte der Verfassungsgerichtsbarkeit in der 












編『講座国際人権法 2  国際人権規範の形成と展開』（信山社）
The Development of the Idea of Human Rights in Japan, in: Ryden, Edmund & 





Die Theorie und Praxis der Verfassungsänderung in Japan, in: Wahl, Rainer












「地方自治的憲法基礎之再検討」（趙玉虎，董文文訳）法学思潮 1 巻 1 号
Koji, Tonami, translated by Ersoy Kontaci, Ikinci Dunya Savasi Sonrasi Donemde 


















「夫婦同氏を要求する民法750 条の違憲性（ 1 ）」早稲田法学90巻 4 号
Judicial Review in Japan and its Problems, presentation at “The Inaugural 
290　　早法 93 巻 3 号（2018）
Congress of the Association of Asian Constitutional Courts and Equivalent 
Institutions” In Seoul on July 22, 2012, in: Waseda Bulletin of Comparative Law, 
Vol. 33.
2016年











































Ⅰ （第 2 版）』（有斐閣）




















































































「鼎談―国籍法 3 条 1 項から見える『日本』―」〔近藤博徳・木棚照一・戸波江二〕




















「長尾一紘『選挙制度の選択と立法裁量の限界』」Law School 5 号
1988年
「奥平康弘『憲法にこだわる』」法学セミナー408号
1992年
「樋口陽一著『もういちど憲法を読む』」法学セミナー451号
1992 年
「前田光夫著『プロイセン憲法争議研究』」小林孝輔編『ドイツ公法の理論』
　（一粒社）
（ 4 ）監修
2001年
『今、考えよう！日本国憲法（ 1 ）学校へ行くのは、なぜ？』
　（荒牧重人編著，あかね書房）
『今、考えよう！日本国憲法（ 2 ）くらしの中の人権とは？』
　（矢島基美編著，あかね書房）
『今、考えよう！日本国憲法（ 3 ）なぜ情報は、たいせつなの？』
　（日笠完治編著，あかね書房）
『今、考えよう！日本国憲法（ 4 ）平等ってなんだろう？』
　（安西文雄編著，あかね書房）
『今、考えよう！日本国憲法（ 5 ）戦争はなくせないの？』
　（清野幾久子編著，あかね書房）
『今、考えよう！日本国憲法（ 6 ）政治はみんなで決めるの？』
　（只野雅人編著，あかね書房）
『今、考えよう！日本国憲法（ 7 ）憲法って、なあに？』
　（毛利透編著，あかね書房）
